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水辺を生かしたまちづくり

市
長
座
談
会

金
か ね こ

子 健
け ん じ

次
柳
やながわ

川市長（福岡県）

中
な か ひ ら

平 正
ま さ ひ ろ

宏
四
し ま ん と

万十市長（高知県）

高
た か は し

橋 努
つとむ

越
こしがや

谷市長（埼玉県）

福
ふ く い

井 正
ま さ あ き

明
高
たかしま

島市長（滋賀県）

　

市
民
に
安
ら
ぎ
や
憩
い
を
も
た
ら

す
と
同
時
に
、
良
好
な
景
観
形
成
、

観
光
・
交
流
に
お
い
て
も
重
要
な
役

割
を
果
た
す
「
水
辺
空
間
」。
国
土
交

通
省
で
も
「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
支
援

制
度
や
「
ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
な
ど
水
辺
の
整
備
に
関
す
る
支

援
制
度
を
整
え
る
と
と
も
に
、
自
治

体
に
お
い
て
も
、
市
民
団
体
等
と
連

携
し
な
が
ら
、
効
果
的
な
水
辺
の
活

用
、
水
質
保
全
、
適
切
な
湧
水
管
理

な
ど
に
取
り
組
む
事
例
が
増
え
て
い

ま
す
。

　

座
談
会
で
は
水
辺
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
高
橋
・
越
谷

市
長
、
福
井
・
高
島
市
長
、
中
平
・

四
万
十
市
長
、
金
子
・
柳
川
市
長
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

都
市
の
水
辺
空
間
の
特
徴
、
官
民
一

体
と
な
っ
た
整
備
の
在
り
方
、
今
後

の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
、
幅
広
く
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
本
文
中
の
役
職
名
・
敬
称
は
一
部
省

略
し
て
い
ま
す
）

司会・コーディネーター

細
ほ そ の

野 助
す け ひ ろ

博
中央大学総合政策学部教授
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憩
い
の
ス
ポ
ッ
ト「
水
辺
空
間
」を
官
民
で
整
備

細
野　

水
害
か
ら
人
々
の
生
命
や
生
活
を
守
る
た
め
に

も
、「
治
水
」は
行
政
に
お
い
て
欠
か
せ
な
い
事
業
で
す

が
、
近
年
は
こ
れ
に
加
え
て
、「
親
水
」
の
観
点
か
ら
、

多
く
の
住
民
が
憩
い
、
集
え
る
水
辺
空
間
の
整
備
に
力

を
入
れ
る
自
治
体
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
い
か
に
快
適

な
水
辺
を
市
民
と
つ
く
り
あ
げ
る
か
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
重
要
な
テ
ー
マ
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ

れ
で
は
、
各
都
市
に
お
け
る
水
辺
の
特
徴
や
取

り
組
み
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

高
橋　

越
谷
市
は
豊
か
な
水
と
緑
に
恵
ま
れ
、

古
く
か
ら
「
水
郷
こ
し
が
や
」
と
し
て
親
し
ま
れ

て
き
た
地
域
で
す
。
中
で
も
、
市
の
南
東
部
に

位
置
す
る
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
を
含
む
一
帯
は

元
荒
川
、
中
川
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
河
川

が
流
れ
る
低
湿
地
帯
に
あ
り
、
か
つ
て
は
水
田

が
広
が
る
田
園
地
帯
で
し
た
。
し
か
し
、
市
街

化
の
急
激
な
進
行
と
と
も
に
、
農
地
周
辺
は
ス

プ
ロ
ー
ル
化
が
進
み
、
豪
雨
を
伴
う
台
風
時
に

は
た
び
た
び
浸
水
被
害
が
生
じ
る
な
ど
、
治
水

対
策
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
昭
和
63
年
４
月
に
国
の
新
規
事
業
と
し

て
創
設
さ
れ
た
の
が
、
治
水
対
策
を
目
的
と
す
る
河

川
事
業
に
よ
る
大
相
模

調
節
池
建
設
と
、
土
地

区
画
整
理
事
業
に
よ
る

新
市
街
地
整
備
を
一
体

的
な
事
業
と
し
て
行
う

「
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
整
備

事
業
」
で
す
。
平
成
８

年
、
事
業
の
都
市
計
画

決
定
を
行
い
、
平
成
11

年
に
当
時
の
都
市
基
盤

整
備
公
団
（
現
在
：
独

立
行
政
法
人
都
市
再
生

機
構
）
を
施
行
者
と
す

る
「
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ

ン
特
定
土
地
区
画
整
理

事
業
」
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
事
業
は

順
調
に
進
み
、
平

成
20
年
３
月
に
Ｊ

Ｒ
武
蔵
野
線
越
谷

レ
イ
ク
タ
ウ
ン
駅

が
開
業
し
、
同
年

４
月
に
ま
ち
び
ら

き
を
行
い
ま
し

た
。
平
成
26
年
11

月
に
は
換
地
処
分

公
告
が
行
わ
れ
、

新
町
名
「
レ
イ
ク

タ
ウ
ン
一
丁
目
か

ら
九
丁
目
」
に
変

更
し
て
お
り
ま
す
。

　

計
画
面
積
は
２
２
５・６
ha
、
計
画
人
口
２
万
２
４
０
０

人
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
す
が
、
こ
の
７
月
現
在
の
地
区

内
人
口
は
１
万
２
３
９
２
人
。
ま
だ
道
半
ば
で
は
あ
り

ま
す
が
、
広
大
な
水
辺
空
間
と
都
市
生
活
空
間
を
融
合

さ
せ
た
全
国
で
も
例
を
見
な
い
モ
デ
ル
的
な
ま
ち
づ
く

り
と
し
て
、「
親
水
文
化
創
造
都
市
」の
形
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

福
井　

琵
琶
湖
は
、
高
島
市
に
限
ら
ず
、
滋
賀
県
に
お

け
る
代
表
的
な
地
域
資
源
で
す
。
地
理
的
に
見
て
も
、

琵
琶
湖
の
面
積
は
県
全
体
の
６
分
の
１
。
当
然
、
私
た

ち
の
暮
ら
し
や
文
化
に
深
く
根
付
い
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
淀
川
水
系
の
水
源
で
も
あ
る
琵
琶
湖
は
、
近
畿
地

方
１
４
５
０
万
人
の
生
活
を
保
障
す
る
、
い
わ
ば
ダ
ム

の
よ
う
な
存
在
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
事
情
も
あ

り
、
私
た
ち
滋
賀
県
民
は
か
ね
て
か
ら
合
成
洗
剤
の
使

用
の
禁
止
に
取
り
組
む
な
ど
、
県
を
挙
げ
て
水
質
浄
化

に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

高
島
市
に
お
い
て
も
、
琵
琶
湖
は
地
域
文
化
や
景
観

広大な水辺空間と
都市生活空間を融合させた

「親水文化創造都市」の形成を
目指して、まちづくりに
取り組んでいます。

高橋 努
越谷市長（埼玉県）

地域ににぎわいと安心をもたらす“越谷レイクタウン”の大相模調節
池（越谷市）
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に
欠
か
せ
な
い
、
大
切
な
資
源
で
す
。
国
か
ら
指
定
さ

れ
た
３
件
の
重
要
文
化
的
景
観
は
そ
の
象
徴
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。
具
体
的
に
は
、
湖
岸
に
石
積
み
が
築
か
れ
、

伝
統
的
な
漁
法
が
今
も
残
る
「
海
津
・
西
浜
・
知
内
の

水
辺
景
観
」、
安
曇
川
の
伏
流
水
が
豊
富
で
、
湧
水
と

と
も
に
暮
ら
す
生
活
が
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
「
針

江
・
霜
降
の
水
辺
景
観
」、
古
く
か
ら
古
式
水
道
や
水

路
が
発
達
す
る
と
と
も
に
、
大
溝
城
の
外
堀
と
し
て
形

成
さ
れ
た
内
湖
・
乙
女
ヶ
池
が
残
る
「
大
溝
の
水
辺
景

観
」
の
３
つ
で
す
。
こ
れ
ま
で
重
要
文
化
的
景
観
は
全

国
で
50
件
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
１
市
町
村
で
３
件

も
選
ば
れ
た
例
は
高
島
市
を
お
い
て
ほ
か
に
あ
り
ま
せ

ん
。
重
要
文
化
的
景
観
に
指
定
さ
れ
た
地
域
で
は
協
議

会
を
形
成
し
て
、
環
境
の
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、

観
光
な
ど
へ
の
活
用
を
含
め
、
こ
れ
ら
の
景
観
を
積
極

的
に
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
に
は
、
滋
賀
県
と
大
津
市
、
彦
根

市
、
近
江
八
幡
市
、
東
近
江
市
、
米
原
市
と
と
も
に
、

日
本
遺
産
「
琵
琶
湖
と
そ
の
水
辺
景
観
│
祈
り
と
暮
ら

し
の
水
遺
産
」
に

も
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

中
平　

四
万
十

川
は
、
高
知
県
津

野
町
の
不
入
山

を
源
流
に
、
四
国

南
西
地
域
を
大

き
く
蛇
行
し
な

が
ら
、
四
万
十
市

で
太
平
洋
に
注

ぐ
一
級
河
川
で

す
。
幹
線
流
路
は

１
９
６
㎞
と
四
国

最
長
で
、
支
流
は
３
１
９
本
に
及
び
ま
す
。
本
流
に
ダ

ム
も
な
く
、
水
が
き
れ
い
で
、
多
種
多
様
な
動
植
物
が

生
息
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、「
日
本
最
後
の
清
流
」

と
も
称
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
増
水
時
に
あ
え
て

川
に
沈
ん
で
し
ま
う
よ
う
に
設
計
さ
れ
た「
沈
下
橋
」を

は
じ
め
、
流
域
に
は
川
と
人
と
の
か
か
わ
り
が
感
じ
ら

れ
る
、
独
自
の
風
景
や
暮
ら
し
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
四
万
十
川
の
美
し
い
清
流
や
自
然
を
守

ろ
う
と
、
四
万
十
市
で
は
前
身
の
中
村
市
時
代
か
ら
、

市
民
憲
章
や
宣
言
、
条
例
制
定
、
自
主
規
制
な
ど
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
平
成
元
年
に
「
四
万
十
の
日
制
定
宣
言
」
を

行
っ
て
以
来
、
同
年
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
「
四
万
十
の

日
実
行
委
員
会
」
を
母
体
に
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
、

清
流
保
全
や
河
川
環
境
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
四
万
十
川
や
そ
の
周
辺
の
自

然
を
教
室
に
見
立
て
た
「
水
辺
の
楽
校
」、
伝
統
漁
法

体
験
や
川
に
触
れ
合
う
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

「
四
万
十
川
ガ
キ
体
験
」
な
ど
、
子
ど
も
を
対
象
に
し

た
環
境
学
習
も
そ
の
一
例
で
す
。
ほ
か
に
も
、
流
域

の
市
町
の
住
民
と
一
体
と
な
っ
た
清
掃
活
動
や
水
質

浄
化
活
動
、
さ
ら
に
は
森
林
ト
ラ
ス
ト
事
業
、
友
好

河
川
提
携
に
よ
る
他
都
市
と
の
交
流
な
ど
、
活
動
は

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
人
と
自
然
と
が
共
生
で
き
て
い
た
昭
和

40
年
代
の
四
万
十
川
の
原
風
景
の
保
全
・
再
生
を
目

的
に
、
国
土
交
通
省
の
支
援
を
受
け
て
、「
ア
ユ
の
瀬

づ
く
り
事
業
」「
ツ
ル
の
里
づ
く
り
事
業
」「
魚
の
ゆ
り

か
ご
づ
く
り
事
業
」
な
ど
か
ら
な
る
「
四
万
十
川
自
然

再
生
事
業
」
に
も
、
市
民
と
の
協
働
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

金
子　

柳
川
市
は
水
が
豊
富
に
あ
る
ま
ち
と
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
で
し
ょ
う
が
、
矢
部
川
の

最
下
流
に
位
置
す
る
た
め
、
か
つ
て
は
水
の
確
保
に

大
変
苦
労
し
て
き
た
地
域
で
す
。
そ
う
し
た
事
情
か

ら
、
水
稲
耕
作
に
必
要
な
か
ん
が
い
と
排
水
、
生
活

用
水
の
確
保
を
担
う
「
掘
割
」
網
を
徐
々
に
形
成
、
先

人
の
知
恵
と
技
術
に
よ
っ
て
、
市
全
域
に
大
小
の
掘

割
が
網
の
目
の
よ
う
に
巡
る
独
特
の
景
観
が
築
か
れ

ま
し
た
。
そ
の
総
延
長
は
、
福
岡
空
港
か
ら
羽
田
空

港
ま
で
よ
り
も
長
い
９
３
０
㎞
に
も
及
び
ま
す
。
中

琵琶湖は地域文化に
欠かせない、大切な資源。
全国で初めて、１市町村で
重要文化的景観に
３件も選ばれました。

福井 正明
高島市長（滋賀県）

住民の暮らしを支える、豊富な湧水を利用した「カバタ」（高島市）
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で
も
城
堀
は
、
歴
史
的
文
化
遺
産
と
し
て
も
評
価
が

高
く
、
平
成
27
年
３
月
に
は
「
水
す
い
き
ょ
う郷
柳
河
」
と
し
て
、

国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

か
ん
が
い
や
排
水
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
洪
水
か

ら
ま
ち
や
人
を
守
る
と
と
も
に
、
城
下
防
衛
や
生
活

用
水
の
供
給
源
と
し
て
、
ま
た
人
や
資
材
の
運
搬
路

と
し
て
、
掘
割
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
輸
送
が
陸
路
中
心
に
な
り
、
上
水
道

の
普
及
、
農
作
業
の
近
代
化
、
雑
排
水
の
流
入
な
ど

が
進
む
と
、
市
民
の
生
活
を
支
え
、
や
す
ら
ぎ
と
潤

い
を
も
た
ら
し
て
き
た
掘
割
の
姿
は
一
変
し
ま
す
。

悪
臭
を
放
ち
、
逆
に
環
境
を
阻
害
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
川
下
り
コ
ー
ス
を
残

し
て
、
ほ
か
は
全
面
的
に
埋
め
立
て
て
、
下
水
溝
に

取
り
換
え
る
計
画
ま
で
立
て
ら
れ
ま
し
た
が
、
最
終

的
に
は
行
政
と
市
民
が
一
緒
に
な
っ
て
浚
し
ゅ
ん
せ
つ渫

作
業
を

行
う
な
ど
し
て
、
掘
割
を
再
生
さ
せ
た
と
い
う
経
緯

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
時
を
経
て
、
平
成
10
年
に
は「
水
憲
法
」と
い

わ
れ
る
「
柳
川
市

掘
割
を
守
り
育

て
る
条
例
」
を
、

そ
し
て
平
成
24

年
に
は
柳
川
市

景
観
条
例
と
景

観
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。
現

在
は
、
こ
れ
ら
に

基
づ
き
、
掘
割

の
環
境
保
全
、

柳
川
市
な
ら
で

は
の
景
観
の
維

持
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
を
、
市
民
と
連
携
し
な
が
ら
継
続
的
に
進

め
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
の
自
主
的
な
取
り
組
み
に
期
待

細
野　

水
辺
空
間
は
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
は
憩
い
の

場
で
も
あ
り
、
地
域
文
化
に
も
深
く
結
び
つ
い
て
い
ま

す
。
こ
の
環
境
を
守
る
た
め
に
も
、
市
民
と
の
連
携
は

非
常
に
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
ね
。

金
子　

掘
割
を
大
切
に
す
る
心
は
、
今
の
市
民
に
も

し
っ
か
り
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
年
に
１
回
城

堀
の
水
を
抜
く
、
伝
統
的
な「
水
落
ち
」に
合
わ
せ
て
、

掘
割
の
底
や
周
辺
の
道
を
一
斉
に
清
掃
す
る「
堀
と
道

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦
」
に
は
、
市
民
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
を
含
め
、
約
２
０
０
０
人
が
参
加
し
て

い
ま
す
。

中
平　

ま
ち
の
風
景
は
、
一
度
失
っ
て
し
ま
う
と
、
取

り
返
し
の
つ
か
な
い
貴
重
な
地
域
資
源
で
す
。
四
万
十

市
の
代
表
的
な
風
景
と
し
て
、
緑
の
山
々
と
青
い
清

流
、
そ
し
て
沈
下
橋
の
織
り
成
す
美
し
い
景
色
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
が
、
平
成
21
年
に
岩
間
地
区
に
架
か
る
沈
下

橋
の
背
後
林
を
伐
採
す
る
計
画
が
浮
上
し
ま
し
た
。
そ

の
際
に
は
、
四
万
十
川
の
大
事
な
景
観
を
失
っ
て
は
な

ら
な
い
と
、
地
元
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
、
森
林
の
借

り
上
げ
、
保
存
活
動
を
実
施
し
て
、
最
終
的
に
景
観
を

守
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

福
井　

先
程
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
重
要
文
化
的
景

観
で
は
そ
れ
ぞ
れ
協
議
会
を
立
ち
上
げ
て
、
独
自
の

活
動
を
行
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
中
で
も
ユ
ニ
ー
ク

な
の
が
、
針
江
（「
針
江
・
霜
降
の
水
辺
空
間
」）
と
い

う
集
落
の
取
り
組
み
で
す
。
豊
富
な
湧
水
を
利
用
し

た
「
カ
バ
タ
」（
川
端
）
と
呼
ば
れ
る
水
の
循
環
シ
ス
テ

ム
を
、
今
も
暮
ら
し
に
取
り
入
れ
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
見
学
料
を
徴
収
し
た
上
で
、
市
外
か
ら
訪
れ
る

人
に
カ
バ
タ
を
紹
介
す
る
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま

す
。
今
で
は
国
内
外
か
ら
１
万
人
も
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
な
ど
、
観
光
の
分
野
で
も
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
こ
の
協
議
会
に
関
し

て
は
、
市
と
し
て
経
済
的
な
支
援
は
ま
っ
た
く
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。
す
べ
て
住
民
の
皆
さ
ん
の
自
主
性
、

主
体
性
に
お
任
せ
し
て
い
ま
す
。

中
平　

四
万
十
市
で
は
、
平
成
20
年
度
に
「
四
万
十
川

清
流
保
全
基
金
」
を
制
度
化
し
ま
し
た
。
市
内
の
ス
ー

四万十川の美しい清流や
自然を守ろうと、市民憲章や
宣言、条例制定、自主規制
などにも取り組んできました。

中平 正宏
四万十市長（高知県）

沈下橋を走り抜ける「四万十川ウルトラマラソン」のランナーたち
（四万十市）
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パ
ー
事
業
者
と
提
携
し
て
、
レ
ジ
袋
を
有
料
化
し
、
お

客
さ
ん
が
レ
ジ
袋
を
辞
退
す
る
と
、
そ
の
分
を
基
金
へ

の
寄
付
に
充
て
る
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
に
寄
付

額
は
１
２
０
０
万
円
に
及
び
ま
す
。
こ
の
市
民
か
ら
の

寄
付
金
を
使
っ
て
、
環
境
学
習
や
清
掃
活
動
な
ど
の
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
資
金
面
に
限
ら
ず
、
行
政
が
あ
ま
り
か
か
わ

り
す
ぎ
る
と
、
担
当
者
が
異
動
し
た
と
き
に
、
混
乱
が

生
じ
事
業
が
停
滞
す
る

可
能
性
も
出
て
き
ま

す
。
や
は
り
、
住
民
主

導
の
方
が
、
息
の
長
い

取
り
組
み
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

高
橋　

越
谷
レ
イ
ク
タ

ウ
ン
の
大
相
模
調
節
池

は
、
河
川
管
理
者
で
あ

る
埼
玉
県
か
ら
包
括
占

用
の
許
可
を
受
け
、
越

谷
市
が
施
設
の
維
持
管

理
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
芝
刈
り
や
清
掃
、

樹
木
の
管
理
な
ど
は
市

民
と
協
働
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
調
節
池
の
ほ
と
り
に
は
、
地
域
交
流

の
場
と
し
て
も
活
用
で
き
る
「
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
水

辺
の
ま
ち
づ
く
り
館
」
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
芝
刈
り

や
清
掃
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
同

館
の
利
用
券
を
発
行
す
る
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
促
進
す
る
仕
組
み
も
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
治
水
機
能
の
あ
る
調
節
池
を
平
常
時
は
市
民

が
自
然
と
触
れ
合
い
、
憩
い
、
活
動
を
行
う
空
間

と
し
て
利
用
で
き
る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
、「
平

成
28
年
度
都
市
景
観
大
賞
（
都
市
空
間
部
門
）」
に

お
い
て
大
賞（
国
土
交
通
大
臣
賞
）を
受
賞
い
た
し

ま
し
た
。

観
光
資
源
と
し
て
活
性
化
に
貢
献

細
野　

水
辺
は
人
々
の
暮
ら
し
や
伝
統
文
化
に
関

係
す
る
だ
け
で
な
く
、
福
井
市
長
が
お
っ
し
ゃ
っ

た
よ
う
に
観
光
資
源
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
水
辺
空
間
を
地
域
活
性
化
や
交

流
人
口
に
い
か
に
結
び
つ
け
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
、

お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

高
橋　

越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
に
は
、
国
内
最
大
級
の
大

型
複
合
商
業
施
設「
イ
オ
ン
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
」が
あ
り
ま

す
。
全
体
の
店
舗
数
は
７
１
０
店
、
年
間
来
場
者
数
は

約
５
０
０
０
万
人
に
も
及
び
ま
す
。
こ
の
に
ぎ
わ
い
を

い
か
に
市
全
体
に
波
及
さ
せ
る
か
が
大
き
な
課
題
で

す
。
現
在
、
一
般
社
団
法
人
越
谷
市
観
光
協
会
と
連
携

し
、
回
遊
性
の
あ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

福
井　

高
島
市
は
重
要
文
化
的
景
観
以
外
に
も
、
多
く

の
名
所
、
見
ど
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
実
際
、
日
本
の
白

砂
青
松
百
選
、
日
本
の
棚
田
百
選
、
新
・
日
本
街
路
樹

１
０
０
景
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
１
０
０
選
に
選
ば
れ
た
名

所
は
市
内
に
14
カ
所
も
あ
り
ま
す
。
中
で
も
人
気
が
あ

る
の
が
、
新
・
日
本
街
路
樹
１
０
０
景
に
選
定
さ
れ
た

「
マ
キ
ノ
高
原
の
メ
タ
セ
コ
イ
ア
」。
道
沿
い
に
２
・
４

㎞
に
わ
た
っ
て
、
約
５
０
０
本
の
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
が
植

え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
韓
流
ブ
ー
ム
の
火
付
け
役

と
な
っ
た『
冬
の
ソ
ナ
タ
』の
並
木
道
に
似
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
、
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
高
島
市
に
は
現
在
、

４
５
０
万
人
も
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
が
、
水
辺

「おもてなしの心日本一」を
掲げ、全市を挙げて
あいさつ運動や清掃活動、
親切運動などに
取り組んでいます。

金子 健次
柳川市長（福岡県）

掘割をどんこ舟で下る川下りは柳川観光の目玉
（柳川市）
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も
含
め
、
名
所
の
魅
力
を
総
合
的
に
発
信
し
、
さ
ら
に

交
流
人
口
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
平　

水
辺
を
い
か
に
効
果
的
に
活
用
す
る
か
と
い

う
点
も
重
要
で
し
ょ
う
。
四
万
十
市
で
は
、
春

「
四
万
十
川
フ
ル
ウ
ォ
ー
ク
」、
夏
「
四
万
十
川
水
泳
マ

ラ
ソ
ン
」、
秋
に
は「
四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
」、

四
万
十
川
を
周
遊
す
る
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
「
四
万
十
ド
ラ

ゴ
ン
ラ
イ
ド
」
な
ど
、
四
万
十
川
を
生
か
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
」
は
毎
年
の
よ
う
に

応
募
者
が
増
え
て
い
ま
す
し
、
昨
年
は
「
四
万
十
ド
ラ

ゴ
ン
ラ
イ
ド
」
に
挑
戦
す
る
姿
を
描
い
た
映
画
作
品

『
あ
ら
う
ん
ど
四
万
十
』
も
公
開
。
海
外
の
映
画
祭
に

も
招
待
さ
れ
る
な
ど
し
て
、
地
域
の
知
名
度
も
上
が
っ

て
き
ま
し
た
。

金
子　

柳
川
市
で
も
、
ソ
ー
ラ
ー
ボ
ー
ト
大
会
や
、

郷
土
の
詩
人
、
北
原
白
秋
先
生
に
ち
な
ん
だ
「
白
秋
祭

水
上
パ
レ
ー
ド
」
な
ど
、
掘
割
を
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト

も
多
数
開
催
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
わ
が
市
が
目

指
し
て
い
る
の
が
、
柳
川
を
訪
れ
た
人
に
「
来
て
よ

か
っ
た
」「
ま
た
来
た
い
」
と
感
じ
て
く
れ
る
、
柳
川

フ
ァ
ン
を
つ
く
る
こ
と
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
も
、「
お

も
て
な
し
の
心
日
本
一
」
を
掲
げ
、
全
市
を
挙
げ
て
あ

い
さ
つ
運
動
や
清
掃
活
動
、
親
切
運
動
な
ど
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
先
ほ
ど
の
「
堀
と
道
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
大
作
戦
」
も
、
こ
の
お
も
て
な
し
の
一
環
と
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。

よ
り
魅
力
的
な
親
水
空
間
を
つ
く
る
た
め
に

細
野　

最
後
に
水
辺
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
展
開

す
る
に
当
た
っ
て
の
今
後
の
課
題
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

高
橋　

調
節
池
の
ほ
と
り
に
あ
る
「
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ

ン
水
辺
の
ま
ち
づ
く
り
館
」
で
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、

グ
ル
メ
屋
台
、
イ
ベ
ン
ト
の
展
開
な
ど
が
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
い
る
ほ
か
、
調
節
池
で
は
ア
ク
セ

ス
デ
ィ
ン
ギ
ー（
小
型
ヨ
ッ
ト
）や
カ
ヌ
ー
な
ど
も
楽
し

め
ま
す
。
今
後
も
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
、
よ
り
魅
力
的

な
水
辺
空
間
の
形
成
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

福
井　

平
成
27
年
に
、
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た

が
、
ま
だ
文
化
財
の
保
護
に
力
を
入
れ
る
の
か
、
観
光

振
興
に
つ
な
げ
て
い
く
の
か
、
方
針
が
定
ま
っ
て
い
な

い
面
も
あ
り
ま
す
。
認
定
を
受
け
た
県
や
他
市
と
連
携

し
、
今
後
の
方
策
を
決
定
し
た
上
で
、
国
内
外
に
情
報

を
積
極
的
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

中
平　

観
光
客
を
増
や
す
た
め
に
も
、
高
速
道
路
を
含

め
道
路
網
の
整
備
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
私
が

学
生
の
と
き
に
比
べ
た
ら
、
雨
が
降
っ
た
後
の
川
の
増

水
、
減
水
な
ど
、
ス
ピ
ー
ド
が
明
ら
か
に
変
わ
っ
て
い

ま
す
。
植
林
地
の
荒
廃
、
山
の
保
水
力
な
ど
も
含
め
て
、

ど
う
自
然
環
境
を
守
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
点
も
、
今

後
の
課
題
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

金
子　

掘
割
を
ど
ん
こ
舟
で
下
る
川
下
り
は
柳
川
観
光

の
目
玉
で
す
が
、
最
近
は
台
湾
を
は
じ
め
、
外
国
か
ら

の
観
光
客
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
船
頭
さ
ん
の
軽
快
な

語
り
や
舟
歌
を
、
ど
の
よ
う
に
外
国
の
方
に
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
の
か
と
い
う
点
も
大
き
な
課
題
で
す
。

細
野　

日
本
人
は
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
、
環
境
に
配

慮
し
た
暮
ら
し
を
営
む
な
ど
、
自
然
に
優
し
い
国
民
性

を
有
し
て
き
ま
し
た
。
高
度
成
長
期
を
中
心
に
、
河
川

の
荒
廃
が
進
ん
だ
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
近
年
は
官

民
一
体
と
な
っ
て
水
質
の
浄
化
、
快
適
な
水
辺
空
間
の

整
備
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
、
皆
さ
ま

の
お
話
で
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
水
辺
自
体
を

観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る
取
り
組
み
に
は
、
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
の
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。
今
後
も
住
民

と
連
携
し
て
、
大
事
な
地
域
資
源
で
あ
る
水
辺
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
活
発
に
進
め
て
い
か
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
平
成
28
年
７
月
13
日
、
全
国
都
市
会
館
に
て
開
催
）

本
コ
ー
ナ
ー
は
隔
月
掲
載
と
な
り
ま
す
。
次
回
は
1
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

細野 助博
中央大学総合政策学部教授




